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蓄電池を含んだ直流回路の短絡地絡保護 

 
目 的 

蓄電池を含んだ直流回路では蓄電池の内部抵抗が極めて小さいため非常に大

きな短絡電流が流れること、低圧回路であっても直流大電流の遮断は難しいこ

とから、蓄電池を含んだ直流回路の短絡保護をいかに行うかは大きな課題であ

る。蓄電池を含んだ直流回路の短絡・地絡保護の実験・検討を実施し、現状考

えられる実用的な保護方式を提案する。 
 

主な成果 

１．短絡保護 

直流短絡保護には、ヒューズおよび配電用遮断器（気中遮断器含む）の適用

が可能である。ヒューズは、遮断時間は短いが定格電流の５倍程度までの小電

流を遮断できない。配電用遮断器は、全領域の電流を遮断できるが遮断時間が

長い。ヒューズ、配電用遮断器それぞれ一長一短があるため、併用（場合によ

っては直列使用）することが望ましい。 
２．リチウムイオン電池の短絡電流 

リチウムイオン電池の短絡電流値は、通常のＪＩＳ法による内部抵抗値測定

結果から予想される電流値よりはるかに大きく（今回実験に使用した電池では

約２倍）、短絡電流を正確に知るためには短絡実験を行う必要がある。 
３．地絡保護 

１００Ｖを超える低圧直流回路の接地方式は、対地電圧を抑制できる中間点

高抵抗接地が一般的である。人体感電時の安全確保のため、地絡電流を１０ｍ

Ａ程度に制限できる接地抵抗値が選択される。 
直流回路全体の地絡発生を検知するために、接地点地絡電流検出方式の地絡

検出器を必ず設置し、回路構成が複雑で特定機器やフィーダの地絡を検出する

必要がある場合は、正負電流差分検出方式の地絡検出器を必要箇所に設置する

ことが望ましい。 
４．交流－直流変換器の絶縁 

地絡電流の回り込みを防止するため、交流－直流変換器には絶縁変圧器を設

置するか、変換器を絶縁型（高周波絶縁）にする必要がある。直流回路におい

ても太陽光発電や負荷等地絡が予想される機器を接続するＤＣ－ＤＣコンバー

タなどの変換器は絶縁型とすることが望ましい。 
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図－１ ヒューズ遮断特性（DC400V） 図－２ 配電用遮断器遮断特性（DC400V） 
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図－３ 接地点地絡電流検出方式地絡検出 
    （中間点抵抗接地） 

図－４ 正負電流差分検出方式地絡検出 
    （フィーダ） 

図－５ 直流地絡保護回路の例 


